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1980年の秋地熱調査のためケニアを訪れる機会に恵

まれた.ここに記すのはその際に見聞したケニアに

おけるリフトバレｰと火山についての紹介である.な

お地熱と温泉については最終回において金原啓司技官

が紹介する予定である.
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第1図東アフリカの地溝帯(BAKERetaL1972)
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東アフリカのリフトバレｰ

アフリカ大陸の地図を眺めるとエチオピアからモサ

ンビックまで約4,000kmにわたって南北に走る地溝帯が

目に入るに違いない.それはまた湖の連続でもある.

北からアバヤ湖ステフアニｰ湖ノレトルフ湖バリ

ンゴ湖ノ'ニントン湖ナクル湖ナイバシャ湖マガ

ジ湖ネイトロン湖マラウイ湖と続いている.しか

し湖や山の名前をわれわれの地図帳によって簡単にうの

みにしてはいけない.新興ナショナリズムは発見当

時のオｰストラリア皇太子にち恋んで名付けられたルド

ルフ湖の名をトルカナ湖と変更してしまった.ノ･ニ

ントンはボゴリアである.

一方その酉にビクトリア湖を挟んでアノレバｰト湖

エドワｰド湖タンガニア湖の列がウガンダザイｰル

の国境を通ってマラウイに続いている･これもまた一

つの地溝帯である･ついでにいえばアノレバｰト湖はモ

ブツ湖エドワｰド湖はアミン湖と手許の平凡杜の世界

地図に記されているがアミンの失脚した今と在っては

何という名なのか興味のあるところである.

この様に東アフリカには東西2列の地溝帯がありそ

れぞれ東リフト(東部構造帯)酉リフト(西部構造帯)と呼

ばれている.もちろん大きなのは東リフトであり先

程は4,000kmといったカミ北は紅海を通ってレバノンま

で続き現在の全地球的な観点からみればアデン湾を回

ってインド洋の中央にまで延びる地球の一大構造であり

グレｰト･リフトバレｰとも呼ばれている.

ところでリフト(｡ift)とは裂け日割れ目の意味であ

る･この大規模た地溝帯をリフトバレｰと名付けこ

れが正断層によって生成された細長い陥没地帯であるこ

とを初めて明らかにしたのはスコットランド出身の地質

学者グレゴリｰ(JohnWa1t･･GREG0RY,1864-1932)であ

り東リフトのケニアからタンザニアに入る部分は彼の

名にちなんでグレゴリｰ･リフトと命名されている.

今回紹介するのはこのグレゴリｰ･リフトの部分である.

リフトバレｰの地形で第1に特徴的なのは南北に延

々と走る地溝帯もさることながらそれがアフリカ全体�
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第2図

リフトバレｰの生成と形状の概念図

上ステｰジ11地殻の上昇

ステｰジ2:平行な割れ目の生成

ステｰジ3:中央部の落ち込み

下赤道付近の東西断面
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がとくに中部から西部が広い低平な盆地から狂っている

のにくらべ東部がエチオピアからケニアウガンタ

タンザニアマラウイモザシビックと標高の高い海

抜2,000mにも及ぶ台地から出来ており地溝帯がその

一番高い所あたりを走っていることである.それはひ

びの入ったアｰチカミ引き離されてそのためにアｰチの

てっぺんにある石がひとかたまりに放って落ち込んだよ

うなものに例えられたりすることが多い.こういうこ

とからグレゴリｰもリフトバレｰの言葉を階段状の断

層の間に落ち込んだ土地を意味したのだろうと推測され

ている.この考え方が正に現在まで生きていてナイ

ロビｰで買ったケニアの初等地理教科書に概念化されて

示されていたのが第2図である.ここでは後で述べら

れるのであるカミアｰチ状に中央部が盛り上っていると

いうことが重要である.

ナイロビｰ市街の標高は海抜約1,700mである一市

街から酉の方ヘナイロビｰ国立公園の前を通って西の

方へ約20km行くとここはマサイ族の住んでいる所と

言うが開かれた地域がありンゴング･ヒルと言う小

高い所がある.海抜は約2,460mであり岩石は第三

紀のテフライトから出来ており眺望がすばらしい.展

第3図ンゴング･ヒルからの眺望.ススワ火山が見える

望地のようになっているが施設はほとんどない.乗用

車での最後の上りはほとんど無理でジｰプが必要である.

ここでは東の方のナイロビｰがかすんで見えるが酉の

方はリフトバレｰである･眼下は更新世のリムル･ト

ラカイトからなるスロｰプでリフトバレｰの東肩へ上っ

て行きその先はストンと向うに落ちている.はるかか

なたにロングノト火山とススワ火山がみえる.ところ

が眼下のリフトバレｰの東肩には南北の生々しいステ

ップ状の東落ち断層カミ幾条も延々と続いている.正に

第2図に示された概念図通りのことが現在にも活動し

ていることを感じたことであった.

第2はこの地溝帯の幅がその長さにもかかわらずほ

ぼ一様の40-60k㎜を示すことである.これは他の大

陸内部で形成された地溝帯ライン地溝やバイカル地溝

もほぼ同様の幅を有しておりその値が大陸地殻の厚さ

に近いことはモデル実験や力学的解析によって古くから

論議されている.落ち込みの量も極めて大きく大部

分の地溝底は堆積物や噴出物によって埋積されているの

ではっきりしないが西部地溝帯のタンガニカ湖の湖底

と地溝の肩では3,300mマラウイ湖で2,600mに達して

いる.

前に地溝帯は南北に延々と続くと述べたが細かくみ

ると所々に側生して東西に延びたり喰い違ったりする

所が見られる.丁度赤道のあたりでビクトリア湖にの

ぞむキスムに延びるカビロンド地溝がその一つでこの

様な構造は基盤の先カンブリア界の構造を反映したもの

と考えられている･これと関係するのが地溝帯両側

の台地の上に更に2,000mにも及ぶ基盤の断層によって

縁どられた高まりの存在である.最も顕著なのはアル

バｰト湖の近くのルベンゾリ(月の山)でこれは台地の

一般的高度よりも約4,000m高い｡

第3はこれは地質とも関連するカミ活火山が多い.も�
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どもとリフトバレｰの形成は第2図に示した様た地殻の

上昇正確には南北に延びる楕円状のドｰムアップに

始まりそれに伴われた大量の玄武岩の噴出があった.

これは割れ目噴火を主とし台地を形成した一つのカと

もなったもので北のエチオピアでは始新世から漸新世

にかけて南のグレゴリｰ･リフト付近では少し遅れて

中新世のことであったと言われる.火山は地溝帯の中

にも外にも多くみられる.グレゴリｰ･リフトにおい

ても地溝帯の中でメネンガイロングノトススワなど

と直径数一10kmに及ぶカルデラを有するものから小

規模な砕屑丘や地熱徴候地カミ数多くみられる.地溝帯

に外れた台地の上には中心噴火の巨大な火山体がしばし

ばみられる一ケニア山(5199m)'キリマンジャロ火山

(5895m)メルｰ火山(4568m)などカミ有名である.ケ

ニア山は赤道直下にもかかわらず一山頂は氷河に覆われ

ている･さらにその岩質もアルカリに富みアルカリ

玄武岩の外にトラガイトフォノライトコメンタイト

などの酸性アルカリ火山岩が多く安山岩は産しない･.

まだほとんどCaCO｡からたる火山岩カｰボナタイト

を産する･実際に1960年にレンガイ火山からカｰボナ

タイト溶岩が噴出しカフボナタイトマグマカミ天然に存

在することが確められた.

リフトバレｰの探険史

19世紀のアフリカはヨｰロッパ人にとって正しく暗黒

の大陸だった･彼等は海岸に多くの植民地を作ったカミ

それ以上に内陸部に入ろうとしなかった.それ以前か

第5図ナイバシャ湖の南にあるFIsCH町'sToWER
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第4図グレゴリｰ･リフトの火山と湖

らアラビア人は東アフリカの沿岸に植民地を作ってい

てモンバサは取れいど象牙取引の中心地だった.彼

らはモンバサからウガンダヘと何百年もの間リフトバレ

ｰを横切ってはいたカミリフトバレｰについて眼を向け

ることはなかった｡この地域は何よりもマサイ族の本

拠地であったし彼等は好戦的で決して取れいの境遇

に屈しなかったのでそれだけにこの地域は商業的価値

に乏しかった｡ただ海運上の位置でモンバサか栄え

たわけである.すでに1860年代に中央アフリカはある

程度知られていた.ビクトリア湖とタンガニカ湖の位

置も判明していたしアルバｰト湖がナイル河の水源で

あることが確認されたのは1864年のことであった一消

息不明のリビングストンを尋ねてスタンレｰがザンジバ

ルからタンガニカ湖へ向けて出発したのは1871年である･

しかしモンバサから奥地は断片的見聞以外はまだ暗黒だ

ったカミ1880年代に入るとこの地域の知識は急激に進

展する.

1883年ドイツの博物学者フィッシャｰ(GustavA1

百IS㎝ER)が初めて暗黒のマサイ族の領地に入った｡

彼はベルズ曲ゲｰトを通りナイバシャ湖のすぐ北合目

本チｰムが地熱調査をしているエブノレル地域はナイバシ�
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ヤ湖の北にあるのだカミここで食糧が尽きた.彼の名

はナイバシャ湖の南にあるHe11-sgate(地獄の門)とい

うコメンタイト溶岩の崖にある火山岩頸に止められてお

りFischerlsTowerと呼ばれている｡ケニア地質

調査所のBu11etin第9号Thegeo1ogyandminera1

resourcesOfKenya1969年にその写真を掲げている.

同じ年数ケ月後に今度はスコットランドの探険家トム

ソン(JosephT互0Ms0N1858-1895)がナイバシャ湖を過

ぎて更にバリンゴ湖に到達した.そして1960年代に作

成された地図に大きな湖とされていたバリンゴ湖カミ幅

8km長さ22kmに過ぎないことを発見した.

1887年にノ･ンガリア人の地理学者でノ･ンタｰでもあっ

たテレキ伯爵(Samue1TELEKI,1845-1916)が450人のキ

ャラバンを率いて東海岸のパンガニ(タンザニア)から奥

地へ向って出発した･彼の目的はバリンゴ湖から北方

の未だ原住民のキャラバンさえ訪れていない全く未

知の地域に入って行くことだった･そこには湖カミｰつ

あると言う地理学者がいるかと思えば大き荏湖が二つ

あると考える学者もいた･この大規模な探険隊と言う

より遠征隊は地理学地質学民族学について多くの

貴重な観察や発見もしたカミ自分の欲望を満足させるた

め多くの時間を賞した･彼らがモンバサに帰ったのは

1年10ヵ月後のことだった｡その間にキリマンジャロ

山やケニア山にはそれぞれ4,700mの所まで登ったし

小鳥からゾウに至るあらゆる野生動物を撃った.バリ

ンゴ湖を越え海岸から500km入って当時のヨｰロッ

パ人に漠然とバッソ･ナロクと呼ばれていた大き放湖を

発見した.彼はバッソ･ナロクに彼の後援者であるオ

ｰストリｰ皇太子の名を取ってルドルフ湖と命名し更

に北東にある小さ祖バッソ･エボルには皇太子妃にちな

んでステフアニｰ湖と命名した.余談であるがノレ

トルフ湖はトルカナ湖と狂ったカミその南岸にテレキ火

山の名が今でも残っている.この二つの湖の位置大

きさが分かったことは地学上に非常に大き存意義を有し

ていた.ウィｰンの地質学者ジュウス(Edg.rSUEss,

1831-1914)は彼のAnt肚zderErde1891年版において

北のヨルダン川から南のニアサ湖にかけての一帯は一

連の地殻運動に際しての亀裂であると結論しこれを当

時の地質学の用語を使用して地溝と呼んだ･

その後に優れた科学者が現れてリフトバレｰの全容を

明らかにした.それは先ほどのグレゴリｰである.

グレゴリｰはロンドン南部のバｰマンドジｰに店を構え

ていた毛織商人の息子として1864年1月に生れた･博

物学に対する関心から商人になることを止めロンドン

第6図JohnWa1terGR亘GORY(1864-1932)

大学を卒業し1887年には大英博物館の地質部に勤める

ことになった.その時は23才で1900年まで勤めるこ

とになる.1900年から4年間オｰストラリアのメルボ

ルｰン大学に勤め更に1929年までグラスゴｰ大学の教

授だった｡彼はあくなき探険家だったが1932年ペノレ

ｰのウルバンマ河で調査中に溺死した･68才だった一

著書としてTheGreatRiftVa11ey(1896);G009raPhy,

却浣�牡���楣�慮�潭�牡瑩癥�����

剩晴�������牡���慳瑁�楣愨�㈱�

HumanMigrationsandthelFuture(1928)などがあ

る.

彼はジュウスの熱心た信奉者でかつて巨大なゴンド

ワナ大陸がありそれが分かれて現在のいくつかの南半

球の大陸に放ったと言う考えに賛成だった･彼はこれ

らの大陸カミ分かれた時アフリカ大陸自体も引き裂かれ

てリフトバレｰの沈下が生じたのでないかと推測した.

とは言え地質の専門家でない探険家の観察した事から

引き出した推論だったのでグレゴリｰはどうしても自

分の目で見て推論を支持してくれる事実を見つけ出そ

うと考えた.

1892年博物学者としてソマリア旅行に加わったがこ

れは失敗だった.計画が粗雑で食糧不足のため6週間

で奥地から引き返さねばならなかった･モンバサまで

もどって来た彼はどうしても自前の探険隊を組織して

奥地に入ろうとした､当時は未だ奥地はヨｰロッパ人

にとって暗黒地帯でありキクユ族やマサイ族は敵意を

持っていた.グレゴリｰが40人からなる探険隊を率い

てモンバサを出発したのは1893年3月で牽る･�
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グレゴリｰはジュウスの地溝帯を実証しようとして最

初から目的意識を持って奥地へ乗り込んだ.その実証

の方法として地質断面図を作ることとした.しかしこ

れは一言で言うほどなまやさしいものではない.地層

の落ち込みに際して乱れがないだろうか.大断層の生

成に際して溶岩などの噴出があり肝心の部分が隠され

ていたりしてないか二また様々の時代にこの谷の中に

湖が出来て膨大の量の泥が沈積したかも知れない.こ

れらの困難を覚悟して彼が断面図を作るために選んだ

所はバリンゴ湖の近くでありこの判断はまったく正し

かった､ナイバシャ湖の近くであったら後期に噴出し

た火山岩のために相当苦しんだに違いない.彼は部下

から“ふくれたポケット"のニックネｰムをつけられた

と言う.それは彼が岩石の標本をいくらでもポケット

につめ込むくせカミあったからである.

グレゴリｰが調査したのは先ず東側で海抜2,000㎜

のライキピア断層崖が切り込んでおり約1,000m下の

底は丘陵地帯になっている.断崖の麓から20kmのと

ころにバリンゴ湖がありそれから更に20km西に反対

の崖と思えるものがある.しかしそれはカマシア地塊

でありその崖を海抜2,000mまで登ると更に西の方20

km先に堂々とした断層崖が続くのが眺められる.こ

れカミ海抜2,000mのエレゲヨ断層崖でリフトバレｰの

西壁に相当する.

彼は東側の切り立ったライキピアの崖を注意深く観察

し放カミらはい登って行く.次にバリンゴ湖の東南の端

にある村に基地を作りカマシア大地塊の崖を調査し

傾斜した地層を測定しながら資料を集めた.ここで一

行の食糧が足りなくなりエルゲヨ断層崖の調査を打ち

切って帰途についた.

この調査によって得られた結果は東側のライキピア

の崖に累重している地層かカマシア大地塊の地層と似

ていることだった.グレゴリｰは1896年の最初の著書

の中で彼の結論を述べた.

これらの谷はもともとそこを占拠していた岩石が

川の水や風に砕かれて少しずつ運び去られて出来た

ものではない｡まわりの土地は変動し校がったのに

そこだけ岩石が大量に沈み込んで出来たものである.

この種の峡谷をリフトバレｰと呼んではどうかと私

は思う.リフトと言う用語は平行した割れ目のあい

だで陥没が生じたためにできた比較的に狭い場所と

いう意味で使われている.この種の峡谷は世界の各

地にみられるが東アフリカのものはグレｰト･リフ

トバレｰと呼んでさしつかえないであろう.

(タイム/ライフ･ブックス;未踏の大自然rアフリカｰ

リフトバレｰ｣)

このグレゴリｰの卓見は今日でも立派に認められてい

るもので彼にちなんでケニアからタンザニアに至る部

分をグレゴリｰ･リフトとも呼ばれるのは前に述べた通

りである.

今ケニアの地質図を眺めてみるとバリンゴ湖付近に

プロファイルを選んだのは彼の着眼点のよさを示したも

ので最初から目的意識を持って不屈の精神でなし遂げ

た偉業である一その南のナイバシャ湖付近では地溝底

に第四紀火山が多く西壁が明瞭でない憾みがある.

これがはっきりするのはナクル付近にあるメネンガイ火

山から北へ行ってからである.またグレゴリｰカミカ

マシア大地塊で調査を打ち切りエルゲヨ断層崖にとり

かかれなかったこともある意味ではよかったと思われ

る･それは東西のライキピア断層崖とカマシア大地塊

は共に新第三紀火山岩の累重からなるがエルゲヨ断層

崖は先カンブリア界の岩石からなっているためもしグ

レゴリｰ一かエルゲヨ断層崖まで調査したならその結論

を得るまでと多少悩んだに違いないと考えられるからで

ある.しかしグレゴリｰがエルゲヨまで行ったなら基

盤の先カンブリア界の地層を割って中新世以降に生成し

た地溝のもっと多くのことを明らかにしたに違いない.

リフトバレｰの歴史の初めからが判明していたかも知れ

ないカミこれはその後の地質学者達の仕事であった.

ケニアの地質

先カンブリア界

ケニアの地質は酉から中央にかけての大部分は先カン

ブリア界からなっている･これはモサンビック変成帯

と呼ばれるもので東アフリカ大陸縁にみられる先カン

ブリア時代末期の変成帯である.'5億年から6億年前

の変成作用によって基盤岩が変成岩と匁ったものである.

ケニアの先カンブリア界は大きく3つに分けられる.

最も古いと考えられているのはニアンザ系とカビロン

ド系である･これらは西部のビクトリア湖の東岸にわ

ずかに分布する･この2つはカビロンド系が上位で

その関係は不整合であるカミその間の年代差は僅からし

い.ニアンザ系は溶岩･砕屠岩とその間に挟まれ

る礫岩からなる･溶岩の種類は玄武岩安山岩デイ

サイト流紋岩と各種の火山岩が表にまとめられている.

これらが変成してトレモロ閃石片岩角閃石片岩黒�
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雲母石英片岩となっている.その火成作用もカビロン

ド地溝の北では酸性から塩基性へ南では塩基性から酸

性へと変化すると言われているがその層序を並列する

には疑問があるらしい.カビロンド系は主に砂岩泥岩

互層からなるが数カ所では厚い礫岩を挟んでいる.

それらは合金礫岩層で!カ所ではダイヤモンドを含ん

でいる･ニアンザの南方では角閃石安山岩の溶岩流も

挟まれている.ニアンザ系カビロンド系の分布地域

は花崩岩により貫かれる.花南岩はいずれも金鉱床を

伴っている･ニアンザ北方の花開岩はカビロンド系の

堆積後であるが南方のはニアンザ系とカビロンド系の

堆積間隙に避入したものと考えられている.この他ド

レライトの岩脈も認められる.

べ一スメント系:ケニアの先カンブリア界の大部分が

これに属する.名前か実態に沿わないカミ実は長い間

これがケニアの基盤であると信じられ多くの文献にも

その様に呼ばれて来たカミ数年前(1969)にそうでないこ

とが判明した･しかしとりあえず“べ一スメント系"

と呼ばれているとのことである.“べ一スメント系"

は砂岩泥岩石灰岩などを原岩としそれらが片麻岩

片岩大理石などに決っている.変成岩は雲母片岩

雲母角閃石片岩石墨片岩珪線石片岩藍晶石片岩

ザクロ石片岩が多くまれに陽起石片岩直閃石片岩

緑れん石片岩のほかドレライトなどから変成した角閃

岩牟ある･“べ一スメント系"を貫く火成岩は花開岩

と塩基性岩がある･花開岩の避入に伴ってミグマタイ

トが生成したりペグマタイトがありケニアの貴石の

供給源になっている.塩基性岩はパイロキシナイト

ノｰライトアノｰソサイト斑れい岩超塩基性岩など

がありニッケル鋼クロムなどがこれらの火成岩地

域に期待されている.

その他:ユング系が南東部にアブノレ系が北東部にいず

れも極めて小地域に“べ一スメント系"の上に分布する.

礫岩砂岩泥岩石灰岩からなるカミ変成度は低く正

確放年代は判らない･自生鉱物として電気石を産する･

ブコバ系は南西部でニアンザ系を覆ってやや広く分布す

る.下部カミ玄武岩中部は珪岩上部は安山岩一流紋

岩を主とし砂岩礫岩を挟む.ブコバ系の構造は単

調でわずかに摺曲し基底礫岩には金か珪岩には錫

石が含まれる･その時代を示すものはないが古生代

にかかるかも知れないカミ恐らく先カンブリア時代であ

ううと考えられている.
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第7図ケニア地質略図PULFREYandWALsH(1969)

を簡略化

1.第三紀以降の堆積岩2.同火山岩

3､中古生界及び中生界4.先カンブリア界

5.超塩基性一塩基性避大岩

andMineralResourcesofKenyaによって簡単に紹

介したがモサンビック変成帯の構造は大体に南北方向

を示しておりこれカ沖新世以降のリフトバレｰの成立

のひとつの要因であるといわれている.この1C年来名

古屋大学の研究者によってケニアを含む東アフリカの地

質の研究が大いに進み先カンブリア界についても多く

の報告カミ校されている.

古生界及び中生界

ケニアの東部に南北に分れ東傾斜で分布する･最

下位は上部石炭系と考えられ断層で先カンブリア界に

接する.ついで二畳系及び三畳系と続き砂岩及び頁

岩を主としスルマ砂岩層と呼ばれ石炭の薄層を挟み

一部に氷礫岩らしいものもある.ここまでがアフリ

カにおけるカルｰ層灘に対比されるものである.カノレ

ｰ層群の三畳系には初期恐龍の化石を多く出土している

がケニアにおいてはあまり知られていないようである.

次に不整合にのるジュラ系の基底部は海成の石灰岩で

頁岩や石膏層が続く.白亜系は北東部に不整合で分布

し主に砂岩から狂る､

以上はPULFREYandWALsH(1969)のGeo1ogy

第三系�
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さて漸く無味乾燥な地質の説明が第三紀までたどりつ

いた.ケニアの地質は大局的に酉から東へと南北の帯

状をなして分布していることにすで気付かれだに違いな

い.まったく第三系もその通りで海成の第三系は南

部のモンバサの海岸近くでようやくへばりついている中

新世の地層で主に砂岩からなる.東部の低地帯は南

北200km東西200km(ケニア領のみ)にわたって第四系

が分布し隆起珊瑚礁砂岩からなると言われているが

何分低湿未開発のために詳細は不明らしい.その中に

ポツポツと丘陵をなして第三系が点在するので相当広

く地下に分布しているものと考えられ石油探鉱の対象

にもなっているカミまだ成功していない模様である.

内陸部ではビクトリア湖西岸トルカナ湖周辺ナイロ

ビｰ近郊と後期中新世から鮮新世にかけての湖成堆積物

が分布し珪化木と動物化石を産する･中新世からい

よいよグレゴリｰリフトの活動カミ始ってくる.

リフトバレｰの生成史

リフトバレｰの生成は先ずエチオピアソマリアから

アラビア半島にまたがる地域の始新世後期(約4000万年前)

における上昇漸新世(約3500万年前)へかけてのアルカ

リ玄武岩の大量の噴出で始った.この噴火は割れ目噴

火の形式であり広大た溶岩台地を形成した.中新世

初期(約2300万年前)になるとエチオピアでは玄武岩の活

動は中心噴火へと移って行ったカミ玄武岩の活動は南へ

延びケニアのトルカナ地方で始るようになった･し

かしそれより南(グレゴリｰ･リフト)になると活動の様子

カミ大分違って来るようである･中新世には東アフリカ

全体カミ準平原化していたらしい､中新世後期から鮮新

世にかけてグレゴリｰ･リフトの部分はケ千アドｰムと

呼ばれ2,000mに達する隆起をするのであるが前に述

べた古生界以降の地層の配列を眺めるとその傾向はは

るか以前からあったのだと考えられる･さてトルカ

ナ地方の玄武岩の活動に対応してまず始ったのはケニ

アｰウガンダ国境地帯にネフェリナイトの中央火山が出

来ビクトリア湖の西岸にほぼ東西に延びるカビロンド

地溝におけるカｰボナタイトアルカリ玄武岩の活動で

あった.中央ケニアのグレゴリｰ･リフトでは中新

世中期(約1100-1400万年前)に地殻が上昇しフォノライ

トが噴出し始めた.この上昇は約300mとみられてお

り割れ目の始まる前ぶれだった.割れ目は中新世後

期から鮮新世初期(約500万年前前後)にかけて西側に特に

顕著狂断層カミあり東側では擁曲すると言う非対称的な

ものと考えられている.

このフォノライトの噴出についてはエピソｰドカミある.

それはヤック･プラトｰ･フォノライトである.この

フォノライトはナイロビｰの北東チカ附近のサブク山

から南々東のツァボの東まで延々180マイルというか

ら約300km続く幅2k㎜から3kmの溶岩である.こ

れは周囲の先カンブリア界“べ一スメント系"より100m

から200m高いが溶岩の厚さは10い20mである.この

西側にはアｰチ川カミ流れていて溶岩の高地とはほぼ並

行している.このヤック･プラトｰは長い間地質学者

の興味の的であった(第7図の地質図参照).グレゴリｰ

は溶岩がこのリッジを覆いその周囲に流れ出した形跡

がないこと全体としての傾斜が1マイルについて30フ

ィｰトを越えないことを理由にこの溶岩は中新世の峡

谷に沿って流下したものであり周囲の“べ一スメント

系"は200mから300mにわたって削剥されたものであ

ると結論した.

これに賛成する地質学者が多かったのであるカミこれ

に反対論が現れた.それはドットソン(D0Ds0N,1953)

である.彼は1枚の溶岩流は170マイルも流れること

は出来ない.まして50フィｰトにも厚さかだいフォノ

ライトカミこの距離を流動出来るだろうか.このフォノ

ライトの構造からみて1cmから5cmの大きさの斑晶

を有し細粒の石基からなるのをみても溶岩はマグマ

溜の中で徐々に冷却し地表で急激に冷却したし粘性

が大きかったはずである.谷を流れ下ったにしては支

流の方へ溢れ出た様子がない･溶岩の基底部を29カ所

観察したが谷にある様な堆積物はみつから広かった.

と言って流下説に反対し数カ所でフォノライトの基底

が破砕されていることをより所にしこの長大にして狭

いフォノライトは直線状の断層から噴出したとのみ説明

されるとした.そして溶岩は噴出点から500ヤｰドと

遠くへ拡っていない･このドットソンの断層噴出説に

第1表ヤック･プラトｰ･フォノライトの化学組成
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第8図

中新世削剥面の上昇(m)
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対してケニア地質調査所のチｰフシオロシストは報告

の序言で特に言及している.やがてケニア地質調査所

内でも反対論が現われる.

ウォルシュ(WALsH,1963)はドットソンの調査地域の

下流の調査報告の中でドットソンは溶岩流の厚さは50フ

ィｰト以上になら在いとしているが転石の状態や削剥

を考えればその2倍以上の厚さがあっただろう.38カ

所の基底部を調査した.厚いブッシュのためにはっき

りしない点も多く谷の堆積物はみられなかったカミ数カ所

で溶岩カミ現在の土壌と明らかに区別出来るもとの準平

原の赤色土壌の上に乗っている･フォノライトの岩脈

在とはみられない.さらに液体の流動式に実験デｰタ

を加え一目本の玄武洞神の浦長浜などの玄武岩の溶

融実験値を引用しているが一溶岩に気泡の多いことも考

え合わせネフェリンとアノｰソグレｰス斑晶の晶出温

度から110ぴCとみなし粘性を水の1000倍のオｰダｰ

とすれば100フィｰトの厚さの溶岩流カミ180マイルの峡.

谷を流下するのに215目を要するとしている･

どうもヤック･プラトｰ･フォノライトは中新世の谷

を流下した溶岩流でその基底面は中新世当時の準平原

面を表すものとして隆起量算定の根拠ともなっている.

このフォノライトの化学組成を第1表に示す･ナイロ

ビｰの南のケニヤッタ国際空港はナイロビｰ･フォノラ

イトの分布している所であるが周囲はまったく平担であ

る.このフォノライトもヤック･プラトｰに続くのか

も知れない.

一方逆にエチオピアからソマリナにかけては中新世

では静隠だった.

断層の生成は活動する火山岩の組成に変化を興えた･

エチオピアでは玄武岩から鮮新世の酸性岩ヘケニアで�
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第9図東部リフト火山岩の噴出量
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はフォノライトからトラガイトヘと岩質が変って行った･

この断層運動と火山岩の組成変化の結びつきは東部リフ

トバレｰの発達に関連する主要な問題の一つである.

話を前にもどして鮮新世(200-500万年前)にはケニア

ドｰムの上昇は1,500mに達しその中央部は落ち込ん

で現在みられるよう在形カミほぼ出来上った.リフトバ

レｰの内部ではトラカイトや玄武岩の溶岩が活動して埋

め立てその一部は地溝の外へ溢れ出した･一方リフ

トバレｰの外側にはケニア山とがキリマンジャロ山とか

の中心噴出型の火山が活動を始めた.更新世以降(約

200万年以降)では地溝の内部に断層破砕帯が形成され

火山活動が引きつづきその中にはススワやメネンガイ

のようにカルデラを伴うものもあった･

この様なリフトバレｰの形成吏火山活動の様子は第

8図と第9図によく表わされている.

リフトバレｰの構造

リフトバレｰが裂け目であるとこの報告で最初から

述べてきたがこのことはもともと自明のことだったので

は狂い.リフトバレｰの構造が正断層匁のかば長い論

争の歴史があった.それが正断層であるとしたならば

∀

■珊

一180

冒一''

220'･

㈶　

中心部が落ち込みを受け入れてくれる構造カミなけれぱな

ら狂い.外へ海れ出た火山活動でそれが可能であろう

か.リフトバレｰと最初に考えられたのはドイツのラ

イン地溝であった.それはヘノレシニアン造山帯の中に

三畳紀一ジュラ紀の地層か落ち込んでいる｡この地溝

に水や石油を求めてボｰリングした結果では地溝内の

地層カミ摺曲していることが明らかとなり地溝は張力よ

りもむしろ圧力を受けたかの感を興え長い論争が生｡

た.地質的にこの問題に結着をつけることは難しかっ

た.それは断層のベリポインドを見つけることが出来

荏かったからである.断層が正断層であるか逆断層で

あるかは決着がつけられずにいた.それが実際に観察

されたのは1929年にたってその間にトンネルが貫かれ

た時である.それは一連の階段状の断層であり断層

帯の幅は45フイｰトあって内側へ55｡の傾斜をしてい

た.そこでクノレｰス(HansCL00s)は早速湿った粘土

を用いて実験にとりかかった.最初のモデルは二つの

板の上にのせた粘土の層でその板は反対の方向に数

時間に数mmの割合で動かすことカミできる.この実験

はさらに中心部をアｰチ状に持ち上げると言うことによ

り自然の構造が全部見事に再現された.アフリカに

おいては西部地溝帯のアノレバｰト湖において正断層を

示す露頭の存在と斜面から順次内側において行われた

ボｰリングにおいてそれが65｡の正断層であることカミ

証明された(アｰサｰ･ホｰムズ竹内均訳一般地質学p.

���
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第10図東部リフトバレｰの構造

(BAKERandWo肌ENBERG,1971)

リフトバレｰの地下構造をたしかめるのはまず重力調

査でありついで地震探査であろう､東アフリカ台地

ではブｰゲｰ異常では幅100km最大一150㎜ga1で特徴

づけられ地震学的研究では厚さ30-40kmの典型的な

大陸性地殻(vP=6.6k皿/s)からなっていることを示して

いる.これを東西の両地溝帯のみに限ってみるとそ

れはいずれも幅150-200k㎜の50-70狐ga1のマイナスの

異常である.東部地溝帯に限ってみるとその中軸部

には幅が40-80km振幅30-60mga1の相対的にプラ�
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策11図リフトバレｰ束の断層

スの異常が重なっている･地溝のマイナスの異常は

比較的密度の低い火山岩により中軸部のプラスの異常

は重い物質カミ貫入していることを示唆している.これ

らから東部地溝帯の地殻の開口量は約10kmと推定され

ている･このプラスの異常は南緯2｡付近で消滅して

いる.着しこの10kmを1,000万年で割ったとしたら

1年について1mmにしかならないことになる.エチオ

ピアではもって開口量が大きいと言われるがせいぜい2

い3倍であろう.

紅海からタンザニアに至るまでの東部地溝帯の地形地

質を考えるとこれらを海洋底拡大説に結びつけて考え

ることになる.しかし先程の拡大速度は海洋底拡大の

標準に比べてみて1桁も2桁近くも低いことを示してい

る｡最近エチオピアにおいて実際にジオジメｰタｰに

よる測量の結果は真偽のほどは知ら狂いが地溝に直

角の方向に年平均3-6mmの割合で実際に延びてるそ

うである.

ともあれ東アフリカの東部地溝帯は北の紅海アデ

ン湾に連なるものでありわれ目はエチオピアからケニ

アタンザニアヘと次第に南へ及んで行った.それは

地殻の分裂拡大の初期のものを示し成因的には海洋

底拡大に連なるものである.しかし拡大速度が小さい

と言うことは海洋にあるよう狂トランスフォｰム断層

カミないことや大量の酸性アルカリ火山岩の活動を伴っ

たことに現われていると考えられている.｢着しも東

部地溝帯の構造が同じ拡大遠度を有する様な海嶺の構

造と比較されることが出来たとしたら大陸地殻の分裂

が海洋拡大の現象に対して意義のある寄与をするに違い

ない｣と言うのが最近のリフトバレｰ研究者の緒言であ

る.

第12図マウント･マｰガレットの小火口

リフトバレｰを尋抱る

我々はすでにンゴング･ヒルからリフトバレｰをかい

ま見たしフィッシャｰズ･タワｰも眺めたが改めて

ナイロビｰからリフトバレｰを尋ねに出発してみたい.

とは言ってもせいぜい日帰り程度であるが.

ナイロビｰからリフトバレｰの中にある観光地と言わ

れるナイバシャまで行くには約80km2時間足らずの

遣であるが二つある.一つは通常の従来からの国道

でマサイマラ国立公園ヘサファリ見物に行く道である･

他のひとつは通称アップランドと呼ばれている道路で

パンアフリカンとして当時大規模衣工事中だった.ナ

イロビｰからリフトバレｰの縁を通って直接ナイバシ

ャヘ下る道である｡我々はまず前者の道を進むことに

しよう.

ナイロビｰの中心道路を北に向って進むと左手はナイ

ロビｰ大学である.構内も立派だし学生の数も多い

らしい.右手に有名なナイロビｰ博物館があるがそ

れを過ぎると道はやカミて左手へ少し曲がる･郊外へ出

るとそこは富裕な農作物地帯である.コｰヒｰ畑が広

大に払っていて時折みかける崖の土壌は真赤になって

いる｡ナイロビｰはおおよそ海抜1,700mでありそ

れが次第に高度を上げるのが何と校く判ってくる.実

際にこのあたりのリフトバレｰの縁の高度は海抜約

2,200mである.約50km行くとリフトバレｰの縁に

来るカミ最初のステップではまだ畑がつづいており知

らず知らずのうちに第1段を下っていて2度3度と通過

しないとその真相は感じられない･しかし突然視野が

拡がる時期待していたリフトバレｰか眼前に払ってい

る｡左手にはえんえんと連なる600mにも達する崖

そのやや若手遠くには巨大なススワ火山が遠くにみえ

る.眼下の谷底はまぱらなカミら緑が拡がりまったく

の平担と言ってよい.その中に小さな直径1.5kmほ�
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策13図イタリア兵の霊を弔うチャペル

どの噴火口マウント･マｰガレット(ロンダレンコ)がみ

える.それがまた生々しく噴出物を今周囲にほうり

出したと言う感じである.右手にはロングノト火山が

そびえ麓には見事なテｰブル状の溶岩デルタがいくつ

か量っている.実はこの地点には露天の売場が多く

一寸興を削ぐのである｡あまり気にしないでしばら

く生涯最初のリフトバレｰ望見の感激にひたることにし

たい.

道はそのまま北の方へ崖に沿って下って行く.この

あたりの標高差は約500mでありその間にも小さなス

テップが2-3段みられる.谷底と言ってもそれは平

担な広いものであるが崖の上の景観とはガラリと変っ

てしまう.植物がまばらでサボテンがすぐ目につく.

道の下り口傍に小さ次チャペルがポツンと立っている.

堂守らしい者もいない.聞くと此の道路は第二次大戦

の時にソマリアで捕虜となったイタリア兵によって補修

されたものでチャペノレはその時に病死した者の為に建

立されたものとのことであった.北のシベリアてあっ

第15図アップランドからみえるロングノト火山

火口と山麓の溶岩流が見事である.

第14図アップランドの火山灰の露頭

た様なことカミ南のアフリカでもあったわけである.

何か暗然とした感じをさせる所である.

約2kmで左に分れる道はマサイマラ国立公園へ行く

道でやがてススワ火山へと行く遣でもある.車は荒

野の中をつっ走って次第に登りにたって行く.ロング

ノトの麓を上って行くのだ･右手の斜面はリフトバレ

ｰ東縁の産カミ少しゆるやかになっていて鉄道線路が下

ってくる.しかしここで列車が走っているのは見たこ

とかなかった､この鉄道の踏切の手前を左へ行く路が

ロングノトの登山道路である｡道は分水領を越えると

ここはナイバシャ盆地内でほぼ真北に向って行く.

後にロングノトの偉大な山容が左手の下る斜面を鉄道

が曲りくねりなカミらつづいて行く.ここで列車を1回

みた､はるか向こうに野生のキリンを初めてみて感激

したのもこのあたりだった･真新しい西の方へ向って

行く高圧線はオルカリア地熱発電所からの送電線である.

やがて湖の近くで左へ別れる道路は南岸を回ってベ

ルズ･ゲｰトフイシャｰズ･タワｰオノレカリア地熱

発電所へ向う道だ.

ナイバシャ湖はリフトバレｰの中で最も高所にある湖

でその湖面は海抜1,90Cmである.淡水湖であるが

現在は流出口を持た校い､昔はナイバシャ湖はもっと

広かったことが湖成堆積物の分布からうかがわれる.

その水はベルズ･ゲｰトから南へ流れ出ていたに違いな

い.ところがロングノトの山体カミその流れを止め湖も

また縮小してしまった.現在の湖は南北約10km東

西約14kmで淡水のためにフラミンゴは棲息しないが

ナイロビｰから近いために訪れる人も多くホテノレも

完備している.すでに本誌312号には小村技官の記事

があるので御存知の方もあろう.ナイバシャ市街に近

づくと右手に小さな断層がありトラカイトの崖がつづ

いている.�



第16図国道に近づいてくる野生のキリン.

道を他の一つアップランドにたどると最初はナイロ

ビｰの北東を大きく回って北へ向う｡途中に有るのは

有名底私立の女学校だそうで丁度花盛りだった紫色の

ジャガランダｰの花と共に何か華やかな感じがするあ

たりである.やがて郊外は同じコｰヒｰ畑がつづくが

途中には国連の施設があったりする.リムルと言う少

しにぎやかな街で鉄道を渡りリフトバレｰの東縁に沿

って北上するとリフトバレｰを一望に見渡たせる場所

にくる.この道は比較的新らしく切り割りで溶岩が

よく露出するし火山灰層の切り割りもあり関東ロｰ

ムを見ているのでないかと錯覚するほどである.丁度

ロングノトがきれいにその火口までが見える所では

2層の軽石層がロｰムの中に挟っている.南から走っ

て行くと軽石層が次第に厚くなりまた薄く校る｡

こんな所で火山灰調査をしたら面白いだろうなと考えた

りする･この道は比較的変化に乏しい･何段かの緩

い主に溶結凝灰岩からなるステップを下って行くと

リフトバレｰの底につく.このあたりも野生のキリン

が多い｡ナイバシャに近づくあたりでは3枚の溶岩

流からなる崖がつづき採石カミ行われている.

第18図北側からみたフィッジャｰト･コｰン

第17図工プルル地帯から見えるフィッジャｰト･コｰン

リフトバレｰの景観は両側の壮大な断崖もさること

底がら地溝の底に幾条となく並んでいる小断層の連た

りである.それは落差が数mから数1Cmにわたり断

層に沿って地熱活動が活発な部分さえある.もし可能

ならばナイバシャから北へ約12m進んで左手の道路

へ行くとエプルル地熱地域になる･エブノレルピｰク

は海抜2,670mあるがその北斜面から下を眺めた光景

は威観である.北へ向った断層が連なりその中に出

来たばかりと言う姿をした基底直径が約1,300mのラバ

ドｰムは黒曜岩からなるセダｰ･ヒルである.その

下はるか向うに引き裂かれたばかりの山がみえる､直

径約1,O00m比高約140mのそれは“引き裂かれた円錐

丘"(fi.su･｡d｡･n･)と名付けられケニアの地質の紹介

に写真入でのせられている名物である｡フイッジャｰ

ト･コｰンは玄武岩のスコリアからなる砕屠丘でその

中央は凹んで火口となっている.引き裂かれた幅は約

10Cmである.これをよく見ようとすると北のギノレギ

ルからエレメンテｰタ湖の南を西に走る道路を行くと良

い.野生の猿が出没する.火山砂層物からなる内部

はわずかに成層しているのカミうかがえる･内部は今割

れたばかりの様相を示し侵食もさほどないし崖錐も

目立たない.先に示された年間1.0m㎜の数字を100m

にあてはめると10万年の数字が出てくる.1桁大きく

みても1万年である.砂層丘自体の形をみても丁度阿

蘇の米塚を連想した位である･このことは次に行った

メネンガイの景観でも感じたことであるカミリフトバレ

ｰの最近の動きについてもう少しやれることがあるか

も知れ広い.地形図をよくみるとその2km西にも同

様の地形があった.こちらの方は引きさかれた幅が約

500mに達し現地ではそれと気付か放い位である.

しかしその延びは明瞭な断層と狂って南へ連なり先程

みたセダｰ･ヒルはその延長上にある.�
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第19図工ブノレルｰエレメンテｰタ湖間の断層地形.

等高線は40m間隔.

エレメンテｰタ湖南岸の道を真直酉へ行くとリフト

バレｰ西側の境界である.平地に時にみられる露頭は

かつてエレメンテｰタ湖やナグノレ湖の作った湖成堆積物

がみられる.道カミ上りになるとそれは東側の境界と

は異なって明瞭な断層地形はみられない.次に15km

以上のだらだら坂に時折溶結凝灰岩の露出がみられる.

西側に顕著な断層があって非対称的と言うBAKERet

aL(!972)の論説もこの断面では首をかしげたくなるが

上った所は海抜3,000m以上にもなるマウ･マウンティ

ンである.西側でも異常に高い所であり何か地質的

第2!図海抜3000mのマウ･マウンティン

第20図マウ･マウンティンの溶結凝灰岩

イベントがあるのかも知れない.

マウ･マウンティンは全く平担校一面に続く農場だっ

た･独立戦争当時におけるマウマウ団発詳の地の名に

も似ず3,000mの高地は平和そのものにみえた.

昭和5ε年からケニアでは地熱発電所が運転を開始し

た･ナイバシャ湖の南にあるオルカリア地域で当初

は15,000kW次いで同規模のを2基計45,00GkWを目指

すのだと言う･昭和55年秋には長崎から三菱重工業の

技術者が2人出かけて発電機据えつけ工事をしていた

ところだった.これからは日本人の訪問も多くなるに

違いない･オルカリア地熱発電所を訪れる最も近い道

はナイバシャ湖の南岸を約12km進んで左に入る.

しかしこの道はジｰプでなければ困難である.正門は

北から大回りするが地質的にはあまり見るものはない.

入るとコメンタイトの溶岩からなる崖が連なっている.

ベルズ･ゲｰトである.現地ではNjorowagorgeと

も言う･道は両側から迫る崖の間を進む.しかし底

部は平担で畑になっているところが多い.やがて草原

になると湖面から約60m上って分水嶺となる.

第22図ヘノレズ･ゲｰトのコメンタイトの崖�
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オルカリアｰヘルズｰゲｰトロングノト

第23図ガンブル湖の最大範囲

NILsSON(1932)からTH0Mps0NandD0Ds0N

(1963)による

ナクル湖からナイバシャ湖にかけての平地は1932年

にニルソン(NILss0N,E)によって調査された.彼は東

アフリカの第四紀についての論文を1952年まで数編書い

ている.ナクル湖からナイバシャ湖にかけての堆積物

と段丘面を追跡してナイバシャ湖の周りに約400.200

180フィｰト比高の3段の段丘面を見出した.これか

更新世末紀のガンブル多雨期の段丘である.東アフリ

カの更新世は円くからカゲルガマイシアカンジェル

ガンブルの4つの多雨期と3つの間多雨期がありガン

ブル多雨期はIn皿の3つに分けられる.ガンブノレ

多雨期Iが最大でこの湖をガンブル湖と言う.ガ

ンブル湖は現在のナクル湖エレメンテｰタ湖ナイバ.

シャ湖を1つにした欠きた湖であった.ニルソンはナ

クル湖のガンブノレ1期の湖岸段丘は湖面から720フィｰ

トナイバシャ湖のそれは380フィｰトであり湖水位

に加えるとナクル湖で6496フィｰトナイバシャ湖

カミ6583フィｰトで約100フィｰトの差がありその差は

ナクル湖とナイバシャ湖の湖盆の完新世に入ってからの

傾動の差であると言う｡湖面の高さは現在の数値と数

10メｰトル違ってはいるカミいずれにせよナイバシャ湖

の水位が120メｰトル高かったとすればヘノレズ･ゲｰ

第24図オルカリア地熱噴気井

トはとうとうたる水の流れとなっていたわけである.

そしてナイバシャ湖は淡水湖として残り他の2つはが

ん湖となった.

その流れがあったはずの中央にそびえているのが火

山岩頭であるフィッシャｰズ･タワｰである.フイシ

ャｰズ･タワｰはベルズ･ゲｰトを通ったドイツ人のグ

スタフ･A･フィッシャｰにちなんでおりその岩石は

コメンタイトであるが蛍石を含んでいる､

ここから約7km進み右手の台地に上ればオルカリ

ア地熱発電所がありナイロビｰから日帰りが可能である.

オノレカリア地熱発電所については最近見聞した記事も見

られるようになったので次回はロングノトススワ

メネンガイなどの火山について紹介することとしたい.
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